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陸奥湾におけるウミヒルモの生育記録
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Aw釘m-waterseagrass， Hydrocharitaceae， Halophila ovalis (R. Brown) Hook f. was recorded offYomogita (410 l' N， 140040' E) in Mutsu 

Bay， Aomori Prefecture， locating at the northernmost ofHonshu Island in December 1999. The seagrass wぉfoundon soft bottoms with some 

echinoderms at depths of9.7m， 10.3 m and 15.5 m， 1.2・1.4kmo耐 lore.The standing crops were 92.8grポ，6.4grポ，25.6gm-2 and in wet weight， 

respectively. In the vicinity ofYomogita， the lowest and highest wa附 temperatureswere 7.6土I.2OC(4.5・9.rC)in March and 22.9土I.3OC(20.9 

・25.00C)in September， respectively. It was reported that H. ovalis grew at several sites ofNoto peninsula， Toy創naBay and Sado Island on由E

coぉtof Japan Sea， affected by Tsushima Warm Current. The present問cordis from the highest latitude in northern hemisphere not only for the 

species but also for the genus in the world， extending to 30 no同h合omSado Island 
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トチカガミ科のウミヒルモ晶]ophi]aova]is (R. Brown) 

Hook f.は常緑の多年生海草で，日本やオーストラリアを含

む西太平洋および東インド洋の熱帯から温帯にかけての温暖

な海域に分布する(正宗1964，Kuo・相生1997)。ウミヒルモ

は日本国内では環境庁 (2000)のレッドデータブックで存続

基盤が脆弱な準絶滅危倶種に指定されている。ウミヒルモの

分布については， Miki (1934)が本邦では初めて，太平洋岸

の房総半島館山，日本海沿岸の能登半島までの分布を認め，

後者を北限とした。また，正宗(1964)は，能登半島七尾湾，

字出津，九十九湾に分布を認め， Miki (1934)と同様に能登地

域を産地の北限とした。能登半島沿岸では，ウミヒルモは内

浦(富山湾)側に普通に観察されており(佐野ら 1978，筒井・

佐野 1996)，それに連なる富山湾でも，魚津市(藤田・高山

1999) ，氷見市および高岡市(藤田 2001)の各沿岸で見つかっ

ている。ただし， Honma & Kitami (1978)や北見(1986)は
佐渡島から採集しており，前者は真野湾，後者はこれに加え

て小木港内，羽茂川河口，相川町春日崎のドロの澗(七浦海

岸)などを産地として挙げている。したがって，これまで日

本海側では佐渡島(北緯約380 )が分布の北限と考えられて

いた(北見1986，藤田・高山 1999)。しかし，今回著者らは，

それより緯度で30 北にある本州北端の青森県陸奥湾でウミ

ヒルモ群落を観察することができたので，その生育状況を報

告する。

ウミヒルモは，1999年12月18日に陸奥湾沿岸蓬田村沖合

1. 2-1. 6kmの範囲の水深 10.3m (Fig. 1のa地点)， 15.5 m 

(同b地点、)， 9.7 m (同c地点)の3地点から採取された。い

ずれも，恨と茎は底質中に埋没し，葉部のみが海底から直立

しており (Fig. 2)，花，果実および種子は得られなかった。
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Table 1. Standing crops of Halophila 0ν日Iis，biomass ofbenthos and property ofsediments at three sampling siles offYomogila 

on the coast ofMlItsll Bay. Dala were collected合omlIsing qlladrales of 50 x 50 cm* and 1 x 1 m** 

Salllpling sites a 

Latitllde 410 1.25' N 

Longitllde 140039.93' W 

Depth (Ill) 10J 

Standing crops of H ovalis* (glll.2) 6.4 

Biolllass of benthos料 (gm.2)

Echinoderlllata 

Astropecten scoparius 

Asterina pectinifera 31.4 

Distolasterias nipon 

Aphelasterias japonica 

S/rongylocentrotus nudus 44.5 

Stichopus japonicus 

Thickness ofsedilllent layer (Clll) 21 

Category in grain size (%) 

Silt (く0.063111111) 0.4 

Very行nesand (0.063・0.125mm) 2.7 

Fine sand (0.125・0.25Illm) 17.7 

Medium sand (0.25 -0.50 mm) 21.2 

Coarse sand (0.50 -1.0 1ll111) 29.0 

Very coarse sand (1.0 -2.0 mm) 15.9 

Granllle (2.0 ml11く) 12.5 

Median particle diameter (mm) 0.60 

lgnition loss(%) 1.9 

上記a-c地点で、50cm四方の枠を用いて求めた現存量(湿重量)

は各々 6.4gm-2， 25. 6gm-2， 92. 8gm-2と計算された (Table1)。

各調査地5m匹]方の観察範囲では，他の海藻，海草は目視

されなかったが，底楼動物 として ， トゲモミジガイ

Ast1"opecten scopa1"ius Muller et Tro¥Vchell，イトマキヒ

トデ!lsterinapectinife1"，百 (Mulleret Tro¥Vchell)，ニッポ

ンヒトデDistolastθ'1"iasnipon (Doderdlein)，エゾヒトデ

バphelasterias japonica (Bell)，キタムラサキウニ

StrongylocentTotus nudus (A. Agassiz)，マナマコ

Stichopus japonicus Selenka計6種の紘皮動物が認められ

た。紛i皮動物は，a-cの各地点それぞれ2m2について採取し，

現存量(湿重量)を求めた結果，各々 75.9gm-2，345.4gm-2， 

b c 

410 l.02'N 4100.51' N 

140040.17' W 140040.04' W 

15.5 9.7 

25.6 92.8 

0.3 16.7 

30.4 18.5 

17.0 

0.7 

345.4 

23 45 

0.4 0.4 

0.5 2.6 

12.9 30.5 

38.6 35.7 

32.3 18.3 

12.0 8.2 

1.6 3.5 

0.46 0.34 

1.8 2.0 

35. 2gm-2であった。しかし，これらの赫皮動物によるウ ミヒ

ノレモ草体の摂食や摂食痕は認められなかった。

底質についてみると，各地点ではいずれも砂層が卓越して

いた。直径lcmの鉄筋を穿盤して砂層の厚さを測定した結果，

21cmから 45cmの範囲にあった。また，各地点から底質を 50

g採取し，乾式簡を用いて粒度組成を求めた結果，日地点で

は粗砂(粒径0.5-1mm)が29.0%で卓越し，次いで中砂(同

O. 25-0. 5mm)が21.2%であった。b地点では粗砂32.3%に対

して中砂が36.8%で，中砂が卓越していた。c地点では中砂

が35.7%を占め，次いで細砂(粒筏O.125-0. 25mm)が30.5%

であった。以上の結果から a-c地点の中央粒径値は各々

O. 60mm， O. 46mm， O. 34mmで、あった。先に示した各地点のウミ

ヒノレモの現存量と比べると，砂の粒径が小さな地点で高い傾

向がうかがわれた。なお， 1l00C， 13時間加熱して水分を除

いた5gの底質をマッフル炉内で600
0
C，2時間加熱し，前後

の重量差から強熱減量を測定したところ，各地点とも 1.8-

2.0%の範囲にあって顕著な差異は認められなかった。これま

での報告では，佐野ら (1978)が能登半島の岩城湾におけるウ

ミヒノレモ生育地の底質を調べており ，そこでも細砂が主体で

あることを報じている。

今回， 蓬団地先では水温観測lデータを得ていないが，本観

察地点から 14km北方(陸奥湾湾口寄り)に位置する平舘地先

(水深47111地点)で， 1975年から 2003年まで、青森県水産総合

Fig. 2. Habitat of陥 lophilaovalis growi略 onsandy bottom at a depth of 研究センター増養殖研究所が毎時水深15m層でフ'J'(温を測定し

10.3 m offYomogita on th巴coastofMlItsll Bay ている(青森県水産総合研究センター 2004)ので，Fig. 3 
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Fig. 3. Seasonal changes ofmaximum， minimum and mean wa胞rtemperaωres

monitored at a depth of 15 m offTairadate 0目白ecoast ofMutsu Bay. Values 

are averaged during the periods合om1975 to 2003. Vertical bars indicate 

standard deviations. 

にその半旬平均水温の季節変化を示した。これによると，半

旬平均水温の最低値はおおむね3月第5半旬が4.5-9. 2"Cの範

囲(平均7.6"C，標準偏差1.18"C)で，最高値は9月第1半

旬が20.9-25. 0"C (平均22.9"C，標準偏差1.25"C)であった。

ウミヒルモの分布と生育海域の水温についてMiki(1934)や

野沢 (1981)は最低水温期の2月に海表面水温が10-15"Cの地

域が分布の北限になると考え，正宗 (1964)は九十九湾で測

定された水温の最低値から 7"Cを生育限界の目安に考えてい

る。しかし，今回の水温データからは，それよりはるかに低

い温度でも生育できるものと推察される。

生育水深帯について田中ら (1962)や野沢(1981)は，熱

帯域では干潮面の一番高い所，温帯域では干潮面からに干潮

線下1-3m'こ生育するとしている。これに対して，能登半島沿

岸では水深2m付近で最もよく生育しているが水深15mまで

認められ(佐野ら 1978)，富山湾の魚津地先では水深3mな

いし10m付近(藤田・高山 1999)，氷見市では浅所から水深

20m以深の範囲で見つかっている(藤田 2001，藤田・小善

2002)。以上の報告や本報告から，ウミヒルモは北方海域では

熱帯域と比べて深所に生育する傾向が認められる。

著者らの知る限りでは，これまでに陸奥湾に生育するウミ

ヒルモの記録や標本は残されていない。また，著者らは，本

観察とほぼ同じ頃(1999年10月4日一2000年2月29日)，陸

奥湾全沿岸に500m間隔で調査線を設けて線上の3水深 (2.5

m，5mおよび10m)の合計1，148地点で海草現存量を調べ，

同時に，蓬田村，川内町及び野辺地町の3町村の地先で水深

15mの32地点について同様の調査を行ったが，本報告の3地

点以外には観察されなかった。このため，ウミヒルモは陸奥

湾でも極限られた沿岸に生育しているものと考えられる。

蓬団地先の漁業者によれば，ホタテガイやナマコの桁曳き

操業によってウミヒルモがよく混獲されるとし、う。また，ホ

タテガイ資源量調査(田中ら 1984)で1982年9月17日に同

地先の水深10-12m地点を潜水したダイパーによれば，広範

なウミヒルモ群落を観察したとし、う。これらの情報から推察

すると，蓬田地先では少なくとも20年ほど前からウミヒルモ

の群落が維持されてきた可能性がある。これまでの観察や聴

き取り調査からは，蓬田地先にウミヒルモ群落が形成された

過程や理由は明らかではない。しかし，蓬田地先は陸奥湾の

なかでも，湾口(平舘海峡)から流入する津軽暖流の南下の

ため，比較的温暖で(大谷・寺尾 1974)，本種の生育条件に

合った海域と思われる。

藤田・高山 (1999)は，魚津市沿岸のウミヒルモが富山湾

西部から流れ藻として漂着，繁殖したと考えている。蓬田地

先のウミヒルモも同様に流れ藻由来とすれば，対馬暖流が影

響する佐渡島と陸奥湾の聞の日本海から津軽海峡に至る沿岸

に繁殖している可能性も考えられる。
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